
令和４年１１月４日

さいたま市
都市戦略本部 未来都市推進部

第４回 地下鉄７号線中間駅まちづくり方針有識者会議



第１回
7月8日（金）

第２回
8月8日（月）

第３回
8月30日（火）

第４回
11月4日(金）
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■ 会議の進め方
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現地視察

①中間駅周辺を取
り巻く環境把握

②地区の将来像

③まちづくりの
テーマ

④まちづくりの
方針

⑤導入機能 ⑦基盤整備
イメージ

⑥土地利用
配置方針



１．開会

２．議題

地下鉄７号線中間駅まちづくり方針案について・・・・・・・・ P.4

３．その他

2

次 第



№ 意見要約 

1 さいたま市では自転車を利用する住民が多いので、「自転車ネットワーク」が「沿線連携

エリア」に入っていることは良いと思う。同時に、夜も安全な道路づくりや防犯につい

て計画で配慮してもらいたい。 

〈上田委員> 

2 機能が集中しているのか分散しているのでは少し違うと思う。街区まで落とさなくても

よいが、配置や割合などがわかるようなダイアグラムがあると読み取りやすい。 

〈伊藤委員〉 

3 「基盤整備イメージ」に示されたリング状の道路が良いと思う。リングの中をウォーカ

ブルにして中枢機能を入れてコンパクトシティにしてはどうか。地下鉄 7 号線で地域

分断しないよう商店街などで自由に行き来できると活性化すると思う。将来的なニュー

モビリティの導入想定でパークアンドライド設置や、歩行者・自転車ネットワーク、駐

輪場設置で、まちの中を歩き回るイメージになると思う。 

〈飛田委員〉 

4 地下鉄 7 号線と幹線道路の間の空間スケールなどに合うよう、お店や広場、交流スペー

ス、住宅のタイプを配置するべきで、中間駅の周辺は中低層のマンション、リング道路

の外側に「ゆとり住宅」ではないか。 

〈飛田委員〉 

5 浦和美園と岩槻との機能分担を考慮して、需要側である住人や働く人の視点で駅周辺に

どのくらいサービスが必要か考えることが必要。住む人や働く人にとってどれくらい便

利になるか、どのような場合に少し遠くまで行くかなどの状況を表現するべき。最近の

まちづくりではアクティビティが重視されるので、需要側でどのような生活ができるの

かを表現するべき。 

〈瀬田委員〉 

6 「基盤整備イメージ」では、「まちづくり範囲」内に「職」「住」「学」「遊」の表示のな

い空白部分が多くあるが、空白部分をどうするかが重要。 

「地域資源の継承」は「地域資源エリア」だけでなく「まちづくり範囲」でも必要。ま

た、既存住宅をどのようにするかを整理すべき。 

「個性ある居場所」は、『駅を中心としたまち』というメッセージを示すために中間駅周

辺に配置すべき。自動車交通という観点では、幹線道路だけでなく国道 122 号との関

係も大切ではないか。 

〈大沢委員〉 

7 ドイツのゾーンシステムとの違いを考えると、日本のゾーンシステムは中心に駅を置く

ことから、駅を中心としたまちづくりでは、駅に向かうアクセス交通を確保する必要が

ある。バスやバリアフリーに配慮したアクセス方法についても表現すべき。 

「基盤整備イメージ」で、大学と駅の関係の活かし方を空間的に考える余地がある。 

〈久保田座長〉 
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地下鉄７号線中間駅まちづくり方針案について

≪第3回会議の意見≫
№ 意見要約 

8 新市街地の開発においては、緑との共存や雨水浸透を意識して欲しい。反面、緑の管理コ

ストも意識して、維持の方法についても議論して欲しい。 

〈国土交通省 関東地整 建政部 都市整備課長〉 

9 現新住民の交流拠点として、商業施設で交流するだけでなく、体感型コミュニティのよう

な機能のある、新しい「さいたま市型サードプレイス」を提案できるとよい。 

〈上田委員〉 

10 ここにしかないもの、例えば岩槻や浦和美園から来る人が何を期待して来るのかというと

ころが見えてくると、外から来た人との交流のあり方がもう少し見えてくると思う。交流

拠点のハードを考える過程で、運営を考えていくマネジメントが必要であることを記載す

べき。 

〈伊藤委員〉 

11 駅や道路などの基盤と住宅や個性ある居場所などの機能配置の整合を図り、そこからまち

のイメージを示すべき。住宅用地は、幹線道路の周辺ではなく少し静かな西側が良い。西

側には幹線道路がないため、東側より街の広がりの可能性がある。「空間イメージ」につい

て、「リモートオフィス機能」「コミュニティ機能」等の配置エリアに違和感がある。エリ

アと機能の関係を精査すべき。「沿道連携のサステナブルな都市構造」について、12 番、

15 番、17 番などのゴールを追加すべき。 

〈飛田委員〉 

12 それぞれの職・学・住の拠点が単独ではなく、結ばれるイメージを示すべき。 

駅を含めたネットワークのイメージを示すべきであり、中間駅から目白大学に行く既存の

道路がウォーカブル空間としての軸になる可能性がある。小中学校の通学の経路が地区外

になった場合の関心もある。「地域資源エリア」へのネットワークも必要。 

〈大沢委員〉 

13 「導入機能と要素の整理」の中に「ネットワーク機能」が入っていることに違和感がある。

機能とネットワークの関係を整理すべき。 

〈伊藤委員〉 

14 この地区は、それほど広いエリアではないが、大学があり職・住・遊の施設があれば、十

分「ミックスドユース」なまちづくりのエリアと言えると考える。 

〈瀬田委員〉 

15 緑を活かしたまちづくりが必要だと思うが、緑だけでは防犯上の心配もあるので、同時に

意識する必要がある。 

〈上田委員〉 

 



4

地下鉄７号線中間駅まちづくり方針案について

さいたま市総合振興計画

2030さいたま 輝く未来と希望のまちプラン

地下鉄７号線中間駅周辺まちづくり方針

中間駅周辺地区は、さいたま市の東部地域となる浦和美園および岩槻の副都心間に位置し、

緑地や農地が広がる市街化調整区域であり、周辺の見沼田圃と一体となった自然豊かな地域

となっています。

土地利用では、畑と住宅地が大部分を占め、工場や社寺境内地も見られ、地区周辺の北側

は住宅用地、南側は田が多く見られます。周辺立地施設では、目白大学さいたま岩槻キャン

パスがあります。

■浦和美園～岩槻地域成長・発展プラン

成長発展プランとは、浦和美園から岩槻までの、

さいたま市東部地域の各地域が連携し、魅力を高め

ることで鉄道延伸事業の評価を向上させることや、

コンパクトシティ＋ネットワークにより、持続可能

なまちづくりを目指すことを目的としたプランに

なっています。

◎東部地域の役割

・本市の副都心として「まちの成長・発展」に

取り組み続ける

・“人”や“企業”などから選ばれ続ける魅力

あるまちを形成する

・東部地域を成長・発展させ、本市全体の価値

を高める

・新たな拠点形成により、さらな東部地域のポ

テンシャル向上を図る

■社会情勢の変化

・新型コロナ危機を踏まえた「ニューノーマル」の住まい方・働き方・まちづくりへの

関心の高まり

・世界的なＳＤＧｓやゼロカーボン、環境への関心の高まり

・少子化の進展⇒子育て世代への支援、子育てしやすいまちづくりの必要性ライフ・ス

タイルの変化：生活の質の豊かさ（ＱＯＬ）や、シェア事業等の普及 等

■地下鉄７号線延伸計画

地下鉄７号線は、平成２８年の交通政

策審議会において、「東京圏の都市鉄道

が目指すべき姿」を実現する上で意義の

あるプロジェクトとして「浦和美園から

岩槻、蓮田までの区間の埼玉高速鉄道の

延伸」が位置づけられました。

現在、この答申で示された区間のうち、

浦和美園駅から岩槻駅までを先行整備区

間と位置付け、延伸の取組を進めていま

す。

＜まちづくり方針について＞
＜中間駅周辺地区を取り巻く環境＞

＜中間駅周辺地区の概況＞

地下鉄7号線延伸と一体的に検討を

行っている中間駅周辺地区のまちづく

りについて、関係する計画と整合を図

りながら、「あらたなまちの在り方」

を示すものとして、まちの将来像や基

本テーマの設定に基づき、まちづくり

の方針を定めるものです。

≪地区の概況≫
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地下鉄７号線中間駅まちづくり方針案について

たたずむ・安らぐ
くつろぐ・ゆとり・
のんびり（ピース、
リラックス、イージー）

人・住む
コミュニティ

学・働く
健康
フレキシブルワーク
ニューノーマル
大学町

みどり・農業 企業・大学
先端技術

環境
エネルギ―
SDGs

幸福・健康
ウェルネス
ウェルビーイング
ウェルフェア

サードプレイス
ミクスドユーズ

サスティナブル

ガーデン

つながる・つなげる
（コネクト、リンク、
ジョイン）

秘密基地

中間駅周辺地区は、豊かな自然環境を活かし、
鉄道沿線の浦和美園・岩槻地区と連携しながら、
地域アイデンティティを醸成し、世代を超えたつ
ながりを形成することで、人々のウェルビーイン
グ（身体的・精神的・社会的に良好な状態）の実
現に向けたまちの形成をはかります。

【案１】健やかな暮らしを次世代につなげるまち

【案２】地域アイデンティティが息づき、つながっていくまち

≪地区の将来像案≫



地下鉄７号線中間駅まちづくり方針案について

≪沿線連携イメージ≫
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岩槻
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●沿線連携のサステナブルな都市構造

先
端
技
術
の
実
践
に
よ
る
効
果
波
及

中間駅周辺地区は、沿線で隣接する浦和美園地区、
岩槻地区と多面的に役割を補完しながら、持続可能な
まちづくりを推進します。
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地下鉄７号線中間駅まちづくり方針案について

テーマ１．
ニューノーマルに相応しい、多様性に

対応した職住遊学を実現するまち

方針① 在宅ワークなどフレキシブルワークに対
応したゆとりある住環境を創出します。

方針② 多様なライフスタイルに合わせたＱＯＬ
の向上を目指します。

テーマ２．
楽しむオープンスペースにより、人々

がつながるまち

方針① スマートな交通結節と居心地のよいオー
プンスペースによるウォーカブルを推進
します。

方針② 公園などの緑豊かな自然を活かした滞在
できる空間により、地域活力を創造しま
す。

テーマ３．
自然と先端技術が融合した持続可能な

まち

方針① SDGｓ・ゼロカーボン実現に向けた建築
・情報・エネルギーシステムを導入しま
す。

方針② 産学公民の連携による、地域と人の健康
維持など社会施策に取り組みます。

テーマ４．
近接する副都心とのつながりにより成

長し続けるまち

方針① さいたま市全域に波及する多面的な機
能を共有します。

方針② 浦和美園、岩槻との連携と役割分担に
より、地域アイデンティティの醸成と持
続成長を目指します。

≪「まちづくりのテーマ」と「方針」≫

ウォーカブルなオープン
スペースの創出

歩行者優先の動線と併せ
て、ウォーカブルで居心
地の良いオープンスペー
スを確保する。

ゆとり居住街区の形成

リモートワークや小商い
などができる、フレキシ
ブルなゆとり住宅街区を
形成する。

安全な交通ネットワーク
の確保

広域通過交通を取り込ま
ない安全な道路構成とし、
新しいモビリティや自転
車が展開できるスペース
を確保する。

地区の特性を活かした産
業の誘致

目白大学の健康医療分野
や周辺地区の特性を活か
しながら産業の誘致をは
かる。

産学公民連携による社会
施策

目白大学と新旧住民で連
携した施策に取り組むこ
とで「大学町」としての
地域ブランドの向上をは
かる。

住 遊 学 職

産業業務機能

生活サービス機能

≪導入機能≫

たたずむ、くつろげる
オープンスペース機能

ウェルネス機能

フレキシブルな
ゆとり居住機能

多様な交通結節機能
産学連携

コミュニティ機能

緑を保存する土地利用

地域資源である緑地をで
きるだけ保存するために、
緑豊かな公園整備や既存
敷地内の緑や周辺農地を
活かした土地利用をはか
る。

身近な生活施設

商業施設、子育て施設、
福祉施設等生活関連施設
については、利便性を考
慮しながら、複合施設と
して集合住宅等の低層階
に配置する。

農とのふれあい機能

（施策イメージ）
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地下鉄７号線中間駅まちづくり方針案について

≪土地利用配置方針と基盤整備イメージ≫

ゆとり居住街区の形成
リモートワークや小商いなどができる、フ
レキシブルなゆとり住宅街区を形成する。

地区の特性を活かした産業の誘致
目白大学の健康医療分野や周辺地区の特
性を活かしながら産業の誘致をはかる。

安全な交通ネットワークの確保
道路交通ネットワークとして、安全性・利
便性を確保しながら、交通モード毎のネッ
トワークを構成する。

ウォーカブルなオープンスペースの創出
歩行者優先の動線と併せて、ウォーカブルで居心地の良
いオープンスペースを確保する。

産学公民連携による地域ブランドの向上
目白大学と新旧住民で連携した施策に取
り組むことで「大学町」としての地域ブ
ランドの向上をはかる。

緑を保存する土地利用
地域資源である緑地をできるだけ保存する
ために、緑豊かな公園整備や既存敷地内の
緑や周辺農地を活かした土地利用を促進す
る。

身近な生活施設
商業施設、子育て施設、福祉施設等生
活関連施設については、利便性を考慮
しながら、複合施設として集合住宅等
の低層階に配置する。

※ この図は、まちづくりを検討するために位置関係を仮定したものであり、計画として決定しているものではありません。
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地下鉄７号線中間駅まちづくり方針案について

当地区の道路交通ネットワークとし
ては、交通利便性を確保しながら、安
全性や快適性を考慮しながら、交通
モード毎のネットワークを整理します。

≪地区交通ネットワークの考え方≫

緑と歩行者ネットワーク
道路と公園が融合した歩行者専用空
間により、中間駅と目白大学を結ぶ
歩行者ネットワークを生み出します。

地区外からの道路交通アクセス
地区外からの当地区への道路交通アクセス
は、バス、タクシー、自家用車、自転車等
により、既存県道から駅前広場に最短距離
でアクセスすることで、地区内への通過交
通はなるべく排除します。

地区内の補助幹線道路
地区内の補助幹線道路によって、地
区内の移動を円滑にし、歩行者・自
転車も安全に通行できる構造としま
す。

モビリティ拠点
交通結節点である駅付近に、地区
周辺の移動を想定したシェアサイ
クルや超小型モビリティなどの
シェアモビリティ拠点を設け、切
れ目の無い移動手段を用意します。

※ この図は、まちづくりを検討するために位置関係を仮定したものであり、計画として決定しているものではありません。
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地下鉄７号線中間駅まちづくり方針案について

≪ウォーカブルな
オープンスペースのイメージ≫

駅前広場の交通結節機能と広場機能を分割し、
公園に連なる開放的なオープンスペースを創出

徒歩以外の移動手段との結節性を確保し、多様な
来訪者を誘導

目白大学

道路上で佇み、くつろげるサードプレイスを展開

鉄道高架下の空間を活用し、
店舗やイベントによるにぎ
わいを創出

歩
行
者
専
用
道
路

公園の開放的なスペースを活用した、歩いて楽しめ
る多様な仕掛けづくり

集合住宅エリア

歩行者専用
道路

公園

戸建住宅エリア

低層階の
商業利用

用途混合の
ゆとり住宅

公園

高架下の
店舗利用

戸建住宅
エリア

集合住宅
エリア

ﾓﾋﾞﾘﾃｨ

拠点

戸建住宅
エリア

集合住宅
エリア

鉄道高架

公開空地等

中間駅 駅前広場


